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本
論
の
目
的
　「
伝
統
的
言
語
文
化
」
と
言
う
概
念
は
近
年
に
な
っ
て
国
語
科
の
教
育
内
容
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
近
世
ま
で
の
言
語
文
化
を
教
育
内
容
と
す
る
こ
と
自
体
は
、
明
治
に
新
し
く
起
こ
っ
た
「
近
代
公
教
育
」
と
共
に
既
に
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
の
時
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
は
、「
古
典
」
と
し
て
受
容
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
に
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
代
の
中
学
校
国
語
教
科
書
が
、
既
存
の
ど
の
よ
う
な
文
化
を
引
用
し
な
が
ら
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
教
育
内
容
の
創
出
を
行
お
う
と
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
国
語
教
育
に
お
い
て
、
伝
統
的
言
語
文
化
を
単
な
る
受
容
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
「
活
用
」
す
る
資
源
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
や
古
典
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
で
行
う
研
究
、
具
体
的
に
は
近
代
中
学
校
国
語
教
科
書
の
最
初
期
の
も
の
で
あ
る 
稲 
垣 
千 
穎 
・ 
松 
岡 
太 
愿 
編
『
本
朝
文
い
な
 が
き
 ち
 か
い
 
ま
つ
 お
か
 た
い
 げ
ん
範
』（
明
治
一
四
年
一
一
月
、
一
五
年
一
月
）
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
生
成
に
お
け
る
営
み
を
考
察
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
教
材
配
列
の
基
と
な
っ
た
「
文
類
」
に
つ
い
て
の
部
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
　「
文
類
」
と
は
、『
本
朝
文
範
』
緒
言
末
尾
に
、「
目
録
」
と
し
て
「
辭
類
」、
「
序
類
　
序
　
和
歌
序
　
同
小
序
　
後
序
」、「
記
類
　
記
　
日
記
　
紀
行
　
雜
記
」、
「
論
類
」、「
評
類
」、「
説
類
」、「
辯
類
」、「
教
諭
類
」、「
訓
戒
類
」、「
消
息
類
」
と
類
別
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
こ
と
で
、
教
材
は
こ
の
順
に
「
文
類
」
名
を
章
の
見
出
し
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
文
類
」
の
名
称
の
多
く
は
、
近
世
に
既
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、『
本
朝
文
範
』
に
は
「
文
類
」
各
々
の
定
義
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
必
ず
し
も
自
明
の
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
近
世
の
和
文
漢
文
の
記
述
か
ら
そ
の
定
義
を
試
み
な
が
ら
近
世
と
の
つ
な
が
り
を
探
り
、
同
時
に
明
治
の
時
代
に
教
育
内
容
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
文
章
の
範
囲
を
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。
１
　
文
類
の
義
　
和
文
集
で
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
を
類
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蓮
二
房
支
考
編
『
本
朝
文
鑑
』（
享
保
三
版
）
の
題
註
（
※
こ
こ
で
の
「
題
」
は
文
類
と
同
じ
）
が
『
文
選
』『
説
文
』
な
ど
に
お
け
る
用
例
を
引
用
し
た
う
え
で
「
題
」
の
─　　─３３２
　
明
治
教
科
書
『
本
朝
文
範
』
の
文
類
信
　
木
　
伸
　
一
説
明
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
和
文
の
類
別
は
、
漢
文
の
文
類
に
倣
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
和
文
で
文
類
を
分
け
る
規
準
に
つ
い
て
は
、 
五 
老 
井 
許 
六 
編
『
風
俗
文
選
』
ご
 ろ
う
 せ
い
 き
よ
 り
く
（
宝
永
三
版
）
の 
李 
由 
の
序
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
り
 ゆ
う
夫
れ
漢
文
は
文
字
の
數
を
定
め
韻
を
ふ
み
て
、
其
の
格
ま
ぎ
れ
難
か
る
べ
し
。
さ
れ
ど
同
じ
文
章
を
も
て
、
文
選
と
古
文
と
に
記
す
る
所
、
其
の
體
相
違
あ
れ
ば
、
漢
文
と
て
も
慥
か
な
ら
ず
と
見
え
た
り
。
ま
し
て
和
文
に
は
、
文
字
の
數
さ
だ
ま
ら
ず
、
韻
字
と
て
も
な
し
。
し
か
る
を
去
来
が
鼠
賦
に
、
五
音
相
通
の
か
な
を
も
て
韻
と
す
。
是
れ
和
文
に
韻
を
ふ
め
る
一
格
な
り
。
あ
な
が
ち
韻
を
用
ゐ
ん
に
も
よ
ら
ず
、
其
の
事
に
し
た
が
ひ
自
由
な
る
べ
し
。
向
後
體
を
わ
か
つ
事
は
、
其
の
題
の
趣
に
よ
つ
て
、
其
の
體
を
さ
だ
む
る
を
、
學
者
心
得
と
す
べ
し
。
江 
東 
僧
律
師
李
由
字
買
年
於
　
ノ
四
梅
廬
序
」
和
文
で
は
文
字
数
な
ど
の
形
態
を
通
じ
て
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
「
其
の
題
の
趣
に
よ
つ
て
、
其
の
體
を
さ
だ
む
る
」
と
い
う
。
文
章
の
テ
ー
マ
や
趣
旨
に
よ
っ
て
文
章
の
種
類
を
分
け
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
以
下
、
各
文
類
の
義
に
つ
い
て
、
近
世
に
お
け
る
漢
文
及
び
和
文
の
定
義
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
す
る
。『
本
朝
文
範
』
各
類
に
ど
の
よ
う
な
教
材
が
選
定
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
①
　
辭
　
漢
文
に
お
け
る
「
辭
」
は
、 
黄
堅 
『 
魁 
本 
大 
字 
諸 
儒 
箋 
解 
古 
文 
眞 
寶 
後 
集 
』
こ
う
け
ん
 
か
い
 ほ
ん
 だ
い
 じ
 し
よ
 じ
ゆ
 せ
ん
 か
い
 こ
 ぶ
ん
 し
ん
 ぽ
う
 こ
う
 し
ゆ
う
（
元
文
五
和
刻
版
）
に
「
休
齋
云
。
詩 
變 
而 
爲 
レ 
騒 
。
騒 
變 
而 
爲 
レ 
辭 
。
皆 
可 
レ
　
ジ
テ
 
　
リ
 
　
ト
 
　
ジ
テ
 
　
ル
 
　
ト
 
　
シ
 
歌 
也
。 
辭 
則 
兼 
二
詩
騒
之 
聲 
一
。 
尤 
簡 
邃 
焉
者
」（
巻
之
一
・
辞
類
・
秋
風
辞
）
　
フ
 
　
ハ
 　
チ
 　
ネ
テ
 
　
ヲ
 
　
モ
 
　
ナ
ル
と
あ
り
、
歌
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
文
章
で
あ
る
。
　
和
文
で
も
先
の
『
風
俗
文
選
』
李
由
序
に
あ
る
よ
う
に
「
五
音
相
通
の
か
な
を
も
て
韻
と
す
」
文
が
こ
の
類
に
入
る
。
し
か
し
、『
本
朝
文
鑑
』
の
題
註
に
「
或
は
辭
と
云
ふ
時
は
、
詩
と
騒
と
の
聲
を
か
ね
て
三
體
に
も
歌
ふ
べ
し
と
、
尤
も
漢
文
の
辭
を
見
る
に
、
何
に
て
も
其
の
事
を
序
し
其
の
末
に
辭
あ
り
て
、
必
ず
叶
韵
の
法
を
用
ゐ
る
。
先
づ
は
古
人
の
漢
文
に
随
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
書
籍
の
論
に
よ
ら
ず
、
平
話
に
辭
と
云
ふ
時
は
、
倭
文
の
一
體
も
あ
ら
ん
か
と
我
が
門
に
は
試
論
あ
り
。
後
の
風
俗
辭
に
見
る
べ
し
。」
と
、
和
文
で
は
韻
を
踏
ま
な
い
「
平
話
」
も
「
辭
」
に
含
め
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
面
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
文
鑑
』
題
註
の
漢
文
に
お
け
る
定
義
「
古
文
矜 
式 
寄
レ
　
ニ
情 
深  
而
語 
緩 
或 
説 
文 
些 
兮 
詞
也
」
の
「
寄
情
深
」
が
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
ク
シ
テ
 
　
シ
 　
ハ
 
　
ニ
 
　
ハ
れ
る
。
其
日
庵
蓮
翁
『
風
俗
文
選
通
釈
』（
安
政
五
序
）
に
も
「
本
朝
文
鑑
に
、
山
姥
の
謡
曲
を
も
て
辭
の
類
に
出
せ
る
、
是
山
姥
の
意
を
述
べ
た
る
言
葉
也
。
凡
謡
の
曲
舞
に
は
多
く
情
思
を
述
ぶ
る
、
是
を
以
て
辭
と
な
す
べ
し
」
と
あ
り
、
「
意
」「
情
思
」
つ
ま
り
思
い
を
述
べ
る
文
章
で
あ
る
と
い
う
要
素
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
『 
訳
文 
筌
蹄 
』（
寛
政
八
、
正
徳
五
版
、
明
治
九
版
）
に
や
く
ぶ
ん
 せ
ん
て
い
は
「 
辭 
曰 
ナ
ド
ヽ
使
フ
時
ハ
ジ
ギ
サ
シ
ア
ヒ
コ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ナ
リ
　
ノ
 　
ク
 
為 
レ
ツ
ク
ル 
辭 　ヲ
ト
云
フ
ト
キ
ハ
ト
リ
ツ
ク
ロ
ヒ
口
上
ヲ
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ナ
リ
文
辭
辭
章
ノ
ト
キ
ハ
コ
ト
バ
ヲ
カ
ザ
ツ
テ
云
フ
方
ナ
リ
」（
後
編
・
巻
三
・
十
丁
）
と
あ
る
。
「
ト
リ
ツ
ク
ロ
ヒ
口
上
ヲ
云
フ
コ
ト
」
と
は
場
を
意
識
し
て
世
辞
を
言
う
こ
と
で
あ
り
、「
文
辭
辭
章
ノ
ト
キ
ハ
コ
ト
バ
ヲ
カ
ザ
ツ
テ
云
フ
」
と
は
文
題
を
掲
げ
て
修
辞
的
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。「
辭
」
は
和
文
の
平
文
で
は
、
思
い
を
美
文
調
で
述
べ
た
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
辭
類
」
の
教
材
も
思
い
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
─　　─３３３
韻
を
踏
ん
だ
り
五
音
七
音
を
基
底
に
し
て
い
な
く
と
も
、
教
材
８
「
橘
常
樹
を
か
な
し
む
詞 
岡
部
真
淵
」
の
よ
う
に
同
語
を
繰
り
返
し
た
り
、
教
材
７
「
山
路
孝
正
が
父
の
七
十
賀
の
．
ま
と
ゐ
の
詞 
本
居
宣
長
」
の
よ
う
に
近
似
し
た
意
味
の
語
句
の
繰
り
返
し
で
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
る
修
辞
的
な
文
章
で
あ
る
。
②
　
序
　
漢
文
で
は
、 
徐 
師 
曽 
編
『 
文 
體 
明 
辯 
』（
１
５
７
３
、
嘉
永
五
和
刻
版
）
に
じ
よ
 し
 そ
う
 
ぶ
ん
 た
い
 め
い
 べ
ん
「 
按 スル
ニ
爾 
雅 
云 
序 
緒
也 
字
亦 
作 
レ 
叙 
言 
其 
善 
叙 
二
事 
理 
一
次
第
　
ニ
 
　
ハ
 　
ナ
リ
 
　
ル
 
　
ニ
 　
ハ
 　
ノ
 　
ク
 　
シ
 
　
ヲ
 
有 
レ
　
リ
テ
序 
若 
二 
絲 
之 
緒 
一
　
シ
 
　
ノ
 
　
ノ
也
」（
巻
四
十
四
）
と
あ
り
、「
緒
」
つ
ま
り
は
じ
ま
り
の
言
で
あ
る
。
　
和
文
の
「
序
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
、
服
部
土
芳
『
白
冊
子
』（
安
永
五
版
）
に
「
序
に
、 
由
序 
・ 
来
序 
・ 
内
序 
と
い
ふ
三
体
あ
り
。
由
は
起
る
よ
し
い
う
じ
よ
 
ら
い
じ
よ
 
な
い
じ
よ
を
書
き
、
来
は
是
よ
り
先
の
事
を
書
き
、
内
は
そ
の
書
の
内
の
事
を
書
く
な
り
。
こ
の
三
体
を
一
つ
に
し
て
、
序
一
つ
に
も
書
く
事
な
り
。
跋
は
踏
み
留
る
な
り
。
序
あ
つ
て
跋
あ
り
。
序
も
跋
も
そ
の
い
ふ
所
同
じ
。
跋
は
序
を
猶
委
し
く
い
ひ
た
る
も
の
な
り
。
踏
み
留
り
て
委
し
く
す
る
の
心
な
り
。」
と
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
序
の
三
体
の
う
ち
「
由
は
起
る
よ
し
を
書
き
」
は
事
の
い
き
さ
つ
を
記
す
こ
と
で
、『
本
朝
文
範
』
の
和
歌
序
や
和
歌
小
序
な
ど
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
来
序
と
は
能
や
狂
言
な
ど
で
神
聖
荘
重
な
役
の
登
退
場
の
際
の
囃
子
を
指
す
語
で
あ
る
。「
来
は
是
よ
り
先
の
事
を
書
き
」
と
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
を
予
告
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
『
本
朝
文
範
』
の
序
に
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
無
い
。「
内
は
そ
の
書
の
内
の
事
を
書
く
」
と
あ
る
の
は
書
の
内
容
の
紹
介
で
『
本
朝
文
範
』
教
材
　
「
清
田
絢
所
蔵
源
氏
物
語
序 
富
士
谷
成
章
」
１０
や
教
材
　
「
和
訓
栞
序 
本
居
宣
長
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。『
白
冊
子
』
に
１１
「
序
も
跋
も
そ
の
い
ふ
所
同
じ
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
本
朝
文
範
』
に
お
い
て
も
、
教
材
　
「
枕
草
子
の
跋 
清
少
納
言
」
な
ど
の
跋
文
が
こ
の
類
に
収
め
ら
れ
て
い
２９
る
。
　
な
お
、『
本
朝
文
範
』「
序
類
」
は
、「
序
　
和
歌
序
　
同
小
序
　
後
序
」
と
小
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
③
　
記
　
漢
文
で
は
、『
文
體
明
辯
』
に
「 
按 
二
ス
ル
ニ
金
石 
例 
一
云 
記 
者 
紀 
レ 
事 
之 
文
也 
」（
巻
　
ヲ
 
　
ハ
 
　
ス
ル
 
　
ヲ
 
　
ナ
リ
四
十
九
）
と
あ
り
、
記
事
文
で
あ
る
。
　
和
文
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
文
鑑
』
題
註
は
「
記
　
説 
文 
謂 
二
一 
 々
分 
別 
　
ニ
 　
フ
 
　
ニ
 
シ
テ
記
 
 一 レ
　
ス
ル
ヲ
 
之 
廬
曰
以 
備 
レ 
不 
レ 
忘 
也
」
と
漢
文
に
お
け
る
意
を
挙
げ
「
或
は
賦
と
記
と
も
相
　
ヲ
 
　
フ
 
　
ル
ニ
 
　
レ
似
た
れ
ど
、
賦
は
當
前
の
物
を
書
き
竝
べ
て
文
法
に
風
流
を
盡
し
、
記
は
往
古
の
起
り
を
記
し
て
文
法
は
實
體
な
る
べ
し
。
但
し
賦
に
は
叶
韵
の
法
も
あ
ら
ん
。」「
或
は
記
と
銘
と
も
相
似
た
れ
ど
、
記
は
其
の
事
を
記
し
銘
は
其
の
意
を
銘
す
と
云
ふ
べ
し
。
況
ん
や
銘
は 
約
に
し
て
文
に
法
あ
り
と
註
し
た
れ
ば
、
多
く
は
序
詞
あ
り
て
銘
あ
ら
ん
は
、
記
と
格
別
の
所
あ
り
。
但
し
紀
と
記
は
同
じ
。」「
或
は
傳
と
記
と
も
相
似
た
れ
ど
、
人
の
起
り
を
傳
と
云
ひ
、
物
の
起
り
を
記
と
云
ふ
」
と
し
て
い
る
。『
白
冊
子
』
に
は
「
記
は
そ
の
物
を
記
す
の
心
な
り
。
格
は
序
・
跋
に
同
じ
。
心
の
違
ひ
の
み
」
と
あ
り
、
対
象
と
な
る
も
の
や
こ
と
に
つ
い
て
記
す
文
章
の
意
で
あ
る
。『
風
俗
文
選
』
東
華
坊
支
考
序
に
は
「
日
記
は
お
の
れ
が
お
ぼ
え
書
な
れ
ば
、
人
の
見
て
え
知
ら
ぬ
事
を
も
、
我
は
見
て
あ
そ
ぶ
ら
ん
か
し
。
記
と
紀
と
は
、
同
じ
心
な
が
ら
、
旅
に
は
紀
行
と
い
ふ
事
も
あ
る
に
や
」
と
あ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
で
も
、「
紀
」
と
「
記
」
が
共
に
こ
の
文
類
に
含
ま
れ
て
お
り
、
「
日
記
　
紀
行
　
雜
記
」
に
小
分
類
さ
れ
て
い
る
。『
本
朝
文
範
』
の
「
記
類
」
─　　─３３４
も
、
教
材
　
「
臨
瀛
閣
の
記 
富
士
谷
成
章
」
が
対
象
の
情
景
を
記
し
、
教
材
　
３２
３３
「
筑
後
國
山
門
郡
本
郷
馬
場
記 
富
士
谷
成
章
」
が
対
象
の
「
往
古
の
起
り
」
を
記
す
な
ど
、
出
来
事
や
事
物
を
記
す
記
事
文
で
あ
る
。
④
　
論
　
漢
文
で
は
、『
文
體
明
辯
』
に
「 
按 スル
ニ
字 
書 
云 
論 
者 
議
也 
。
劉 
勰 
云 
論 
者 
倫
也 
」
　
ニ
 
　
ハ
 
　
ナ
リ
 
　
カ
 
　
ハ
 
　
ナ
リ
（
巻
三
十
八
）（
※ 
劉 
勰 
…
南
朝
梁
の
文
学
評
論
家
）
と
あ
り
、
意
見
を
戦
わ
り
ゆ
う
 き
よ
う
せ
る
こ
と
、
人
の
道
を
述
べ
る
意
が
あ
る
。
ま
た
、 
陳 
繹 
曽 
『 
文 
章 
欧 
治 
』
ち
ん
 え
き
 そ
 
ぶ
ん
 し
ょ
う
 お
う
 ち
（
元
禄
元
和
刻
版
）
に
「 
依 
二
事
理
之 
正 
一
實
而
　
テ
 
　
ニ
 
論 
二
　
ス
ル 
其 
是 
非 
一
者
」（
古
文
譜
三
）
　
ノ
 
　
ヲ
と
あ
り
、
事
の
道
理
の
正
し
さ
や
真
実
に
基
づ
い
て
是
非
を
述
べ
る
意
も
あ
る
。
　
和
文
で
は
、
九
条
兼
実
『
玉
葉
』
に
「
答
此
旨
、
定
房
不
語
、
頗
有
論
」（
承
安
三
年
二
月
二
三
日
）
と
あ
り
、
こ
の
用
例
で
は
意
見
・
見
解
の
こ
と
で
あ
る
。
『
本
朝
文
鑑
』
の
題
註
は
「
論
　
文 
式 
論 
宜 
二
曲
折
深 
遠 
一
也 
或 
曰
反
　
ニ
 　
ハ
 　
シ
 
ナ
ル
 
　
ハ
 
復 　シ
テ 
盡 
二 
事 
　
ス
 
　
ノ
 
情 
一
也
」
と
漢
文
に
お
け
る
意
を
挙
げ
「
或
は
論
と
解
と
は
各
別
の
趣
な
が
ら
、
　
ヲ論
ず
れ
ば
解
す
る
理
あ
り
て
、
書
き
立
て
見
れ
ば
、
其
の
文
は
ま
ぎ
る
ゝ
な
り
。
さ
れ
ど
、
論
は
究
め
て
相
對
す
る
物
を
論
じ
、
解
は
大
む
ね
一
物
の
理
を
解
す
。
論
は
悉
く
物
を
む
づ
か
し
う
云
ひ
か
け
て
、
曲
折
深
遠
に
論
ず
れ
ば
、
解
し
て
も
そ
れ
を
論
ず
る
事
な
り
」
と
し
て
い
る
。
和
文
に
お
け
る
「
論
」
は
、
世
に
対
立
す
る
意
見
が
あ
る
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
反
復
し
て
事
情
を
尽
く
し
て
考
え
を
深
く
巡
ら
し
述
べ
る
文
章
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
論
類
」
も
、
教
材
　
「
道
を
行
ふ
さ
だ 
本
居
宣
長
」
や
６０
教
材
　
「
一
向
に
偏
る
こ
と
の
論 
本
居
宣
長
」
の
よ
う
に
、
自
ら
と
異
な
る
意
６１
見
が
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
考
え
を
深
く
巡
ら
し
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
⑤
　
評
　
漢
文
で
は
、『
文
體
明
辯
』
に
「
按
字 
書 
云 
評 
品 
評
也 
」（
巻
四
十
八
）
と
あ
　
ニ
 
　
ハ
 
　
ナ
リ
り
、
品
定
め
や
評
価
を
行
う
文
章
の
意
で
あ
る
。
　
和
文
で
は
、「
曲
水
宛
芭
蕉
書
簡
」
に
「
世
上
之
俗
諧
皆
皆
ふ
る
び
果
候
処
に
、
か
か
る
新
智
め
づ
ら
し
く
、
段
段
と
り
わ
き
評
に
不
及
」（
元
禄
四
年
）
と
あ
り
、
批
評
の
意
で
あ
る
。
こ
の
類
は
、
和
文
に
お
い
て
も
漢
文
と
同
様
の
意
と
認
め
ら
れ
、
物
事
の
善
悪
・
可
否
・
価
値
な
ど
を
論
じ
定
め
る
文
章
の
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
評
類
」
も
、
教
材
　
「
四
季
の
評
　
枕
草
子 
清
少
納
言
」
６２
や
教
材
　
「
花
の
さ
だ
め 
本
居
宣
長
」
な
ど
の
よ
う
に
、
あ
る
テ
ー
マ
を
め
ぐ
６３
る
論
評
で
あ
る
。
⑥
　
説
　
漢
文
で
は
、 
野 
間 
三 
竹 
編
『 
文 
體 
明 
辯 
粋 
抄 
』（
元
禄
七
版
）
に
「
の
 
ま
 さ
ん
 ち
く
 
ぶ
ん
 た
い
 め
い
 べ
ん
 す
い
 し
よ
う
 
按 
字
書
ス
ル
ニ
 
云 
説 
　
ク
 　
ハ
解 　ナ
リ
也 
述
也 
。 
解 
釋 
二
義 
理 
一 
而 
以 
二 
己 
意 
一 
述 
レ 
之 
也
」（
巻
之
下
）
と
あ
り
、
　
ナ
リ
 
　
ハ
 　
シ
テ
 
　
ヲ
 
　
シ
テ
 　
テ
 
　
カ
 　
ヲ
 
　
フ
 
　
ヲ
正
し
い
筋
道
を
解
き
明
か
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
文
章
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、『
文
章
欧
治
』
に
「
平 –  二
説 
其 
事 
一
可
否
是
非
自 
見 
二 
言 
外 
一
」（
古
文
譜
三
）
　
シ
 
　
ヲ
 
　
ル
 
　
ニ
と
あ
り
、
分
か
り
や
す
く
説
く
中
に
可
否
是
非
の
見
解
を
言
外
に
こ
め
た
文
章
の
意
で
あ
る
。
　
和
文
で
は
、『
本
朝
文
鑑
』
題
註
に
「
或
は
説
と
辨
と
は
物
の
理
非
を
一
合
し
て
、
明
辨
に
説
き
分
く
る
所
は
相
似
た
れ
ど
、
説
は
虛
誑
の
理
を
以
て
人
の
心
を
感
動
し
、
辨
は
實
有
の
理
を
演
べ
て
其
の
事
を
辨
別
す
れ
ば
、
説
辨
の
二
様
は
各
別
な
り
。
倭
文
に
虛
實
の
取
り
違
ひ
あ
り
」
と
あ
り
、
本
来
は
例
え
を
用
い
て
言
外
に
本
義
を
伝
え
る
文
章
で
あ
る
が
、
和
文
で
は
辨
と
混
同
さ
れ
て
い
─　　─３３５
る
と
す
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
説
類
」
は
、
教
材
　
「
古
よ
り
も
．
後
世
の
ま
さ
れ
る
事 
６９
本
居
宣
長
」
や
教
材
　
「
手
か
く
こ
と 
本
居
宣
長
」
の
よ
う
に
、
例
を
挙
げ
な
７０
が
ら
書
き
手
の
可
否
是
非
の
見
解
を
述
べ
る
文
章
で
あ
る
。
⑦
　
辯
　『
文
體
明
辯
粋
抄
』
に
「 
按 スル
ニ
字 
書 
云 
辨 
判
　
ニ
 　
ク
 　
ハ
 
別 　ナ
リ
也
。 
其 
字 
從 
レ 
言 
或 
從 
レ
　
ノ
 
　
ヒ
 
　
ニ
 　
ハ
 　
フ
 丩
 
　
ニ
蓋　シ
 
執 
二 
其 
言 
行 
之
是
非
真 
偽 
一
　
テ
 
　
ノ
 
　
ノ
 
　
ヲ 
而 　シ
テ 
以 
二
大 
儀 
一 
断 
レ 
之 
也
。」（
巻
之
下
）
と
あ
り
、
言
　
テ
 
　
ヲ
 
　
ル
 
　
ヲ
行
の
是
非
真
偽
に
つ
い
て
大
儀
の
観
点
か
ら
判
別
・
判
断
す
る
文
章
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、『
文
章
欧
治
』
に
「
重
複
辨 
折 　シ
テ
以 
決 
二
是
非
之
極 
致 
一
」（
古
文
譜
　
ス
 
　
ヲ
三
）
と
あ
り
、
あ
れ
こ
れ
を
弁
じ
分
け
て
是
非
の
極
致
を
決
す
る
文
章
と
さ
れ
て
い
る
。
　
和
文
で
は
、
先
の
「
説
」
の
項
で
引
用
し
た
と
お
り
『
本
朝
文
鑑
』
の
題
註
に
「
辨
は
實
有
の
理
を
演
べ
て
其
の
事
を
辨
別
す
れ
ば
」
と
あ
り
、
対
象
と
な
る
題
材
そ
の
も
の
に
つ
い
て
真
偽
を
判
別
・
判
断
す
る
文
章
で
あ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
辨
類
」
も
、
教
材
　
「
今
の
人
の
歌
文
．
ひ
が
こ
と
多
き
７４
こ
と 
本
居
宣
長
」
や
教
材
　
「
か
ら
國
聖
人
の
世
の
祥
瑞
と
い
ふ
も
の 
本
居
７５
宣
長
」
の
よ
う
に
、
世
に
誤
っ
た
理
解
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
真
偽
を
判
断
す
る
文
章
で
あ
る
。
⑧
　
教
諭
　
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
教
諭
」
と
い
う
名
称
は
、
管
見
の
限
り
で
は
近
世
書
に
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、『
本
朝
文
範
』
緒
言
の
「
か
く
類
を
わ
く
る
中
に
は
．
古
人
の
か
つ
て
い
は
ぬ 
名
目
等 
も 
雜 
れ
る
が
事
新
し
き
」
に
あ
た
る
ド
モ
 
マ
ジ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
新
設
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
稲
垣
が
明
治
の
時
代
に
必
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
創
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、
漢
文
に
お
い
て
「
教
」
は
、『
文
體
明
辯
粋
抄
』
に
「 
按 スル
ニ
劉
勰 
云 　ク
 
教 
者 
效
也 
。
言 
出 
而
民 
效
也 
」（
巻
之
上
）
と
あ
る
。「
效
」
の
字
は
「
効
」
で
　
ハ
 
　
ナ
リ
 
　
テ
 
　
ナ
リ
あ
る
。「
諭
」
は
、『
文
章
欧
治
』
に
「 
和 
レ 
顔 
温 
レ 
辭 
暁 – 
二 
諭 
於 
人 
一
」（
古
文
譜
　
ケ
 
　
ヲ
 　
テ
 
　
ヲ
 
　
ス
 
　
ヲ
三
）
と
あ
り
、
穏
や
か
に
人
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
教
諭
」
は
、
教
材
　
「
常
に
友
が
き
に
を
し
へ
さ
と
し
け
７６
る 
岡
部
真
淵
」
や
教
材
　
「
物
學
は
．
そ
の
道
を
よ
く
え
ら
び
て
．
入
り
そ
む
７７
べ
き
こ
と 
本
居
宣
長
」
の
よ
う
に
教
え
諭
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
文
章
の
類
で
あ
る
。
教
材
　
「
紫
上
に
．
源
氏
君
の
御
訓
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」
の
よ
う
に
７８
物
語
中
の
人
物
が
教
え
諭
す
台
詞
も
教
材
文
に
使
わ
れ
て
い
る
。
⑨
　
訓
戒
　「
訓
戒
」
と
い
う
類
も
近
世
書
に
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
も
「
か
く
類
を
わ
く
る
中
に
は
．
古
人
の
か
つ
て
い
は
ぬ 
名
目
等 
も 
雜 
れ
る
が
事
新
し
き
」
も
の
、
稲
ド
モ
 
マ
ジ
垣
が
明
治
の
時
代
に
必
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
創
り
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、
漢
文
に
お
い
て
「
戒
」
は
、『
文
體
明
辯
粋
抄
』
に
「 
按 　ニ
字 
書 
云 
戒 
　
ニ
 　
ク
 　
ハ
者
警 
敕 
之
辞
。
字 
本 
作
レ 
誡 
」（
巻
之
下
）
と
あ
り
、「
警
敕
（
勅
）
之
辞
」
は
、
　
ノ
 
　
ト
 
　
ニ
い
ま
し
め
の
文
章
。『
文
章
欧
治
』
に
「 
正 
レ 
辭 
　
シ
 
　
ヲ
嚴 
レ
　
ニ
シ 
色 
䂓 –  二
　
ヲ
 儆
 
　
ス
於
人 
一
」（
古
文
譜
　
ヲ
三
）
と
あ
り
、「
䂓
」
は
「
い
さ
め
る
」、「
儆
」
は
「
い
ま
し
め
る
」
の
意
。
正
し
い
こ
と
ば
で
威
厳
を
も
っ
て
い
ま
し
め
る
文
章
で
あ
る
。
　『
本
朝
文
範
』
の
「
訓
戒
」
は
、
教
材
　
「
弟
子
に
い
ま
し
め
を
く
詞 
本
居
７９
宣
長
」
や
教
材
　
「
新
な
る
説
を
出
す
こ
と 
本
居
宣
長
」
な
ど
の
よ
う
に
、
物
８０
─　　─３３６
事
の
是
非
や
善
悪
な
ど
を
誡
め
る
文
章
の
類
で
あ
る
。
教
材
　
「
内
大
臣
殿
の
．
８１
姫
君
を
戒
め
た
ま
ふ
詞
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」
の
よ
う
に
物
語
中
の
人
物
の
人
を
戒
め
る
台
詞
も
教
材
文
に
使
わ
れ
て
い
る
。
⑩
　
消
息
　「
消
息
」
の
名
は
、
漢
文
の
叢
書
で
は
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
は
使
わ
れ
な
い
。「
消
息
」
と
す
る
こ
と
で
和
文
の
手
紙
文
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和
文
で
あ
る
か
ら
個
人
的
な
用
向
き
の
手
紙
で
あ
る
。
川
島
茂
樹
『
消
息
文
梯
』（
文
化
十
二
・
文
政
六
版
）
序
の
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
せ
う
そ
こ
と
て
。
消
息
と
か
き
て
。
消
は
往
な
り
息
は
来
ル
こ
と
に
て
。
つ
ね
に
い
ふ
文
通
書
音
を
も
。
ま
た
た
ゞ
に
と
ひ
こ
た
ふ
る
便
の
こ
と
を
も
。
と
も
に
せ
う
そ
こ
と
て
い
へ
る
な
り
。
と
あ
る
物
知
り
人
の
い
は
れ
け
る
は
。
さ
れ
ば
せ
う
そ
こ
と
い
ふ
は
。
も
じ
こ
ゑ
の
ま
ゝ
に
と
な
ふ
る
こ
と
葉
と
し
る
べ
し
。
さ
て
い
ま
こ
ゝ
に
い
へ
る
消
息
文
は
み
や
び
言
も
て
か
き
か
は
す
を
い
へ
る
に
て
。
こ
は
中
む
か
し
の
頃
に
。
源
氏
の
物
が
た
り
を
は
じ
め
て
。
す
べ
て
の
も
の
語
文
の
う
ち
に
の
み
あ
り
て
。
い
と
あ
が
り
た
る
世
に
も
。
は
た
後
の
世
に
も
見
え
ざ
る
を
ち
か
き
世
に
岡
辺
の
翁
の
哥
も
ふ
み
も
す
べ
て
心
た
か
く
物
し
た
ま
へ
る
ま
ゝ
に
。
中
む
か
し
の
ふ
り
な
る
ふ
み
を
か
き
て
を
り
柿
鈎
人
に
お
く
ら
れ
し
よ
り
。
今
は
お
ほ
か
た
に
み
や
び
に
た
る
友
ど
ち
か
た
み
に
か
き
か
よ
は
す
こ
と
ゝ
ぞ
な
り
に
け
れ
。
さ
て
そ
を
い
ま
か
た
こ
と
し
て
ま
な
ば
む
に
は
。
か
の
物
語
ど
も
の
う
ち
な
る
心
ば
へ
。
詞
づ
か
ひ
を
よ
く
見
て
物
す
べ
き
な
り
。
「
消
息
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
手
紙
一
般
を
指
す
が
、『
消
息
文
梯
』
は
「
み
や
び
文
」
を
書
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
「
消
息
類
」
は
、
特
に
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
物
語
中
の
消
息
文
と
近
世
の
国
学
関
連
の
人
の
手
に
な
る
消
息
文
で
あ
り
、『
消
息
文
梯
』
と
同
じ
く
「
み
や
び
文
」
を
書
く
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
こ
こ
に
も
近
世
か
ら
の
文
化
的
な
脈
絡
が
見
て
取
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、『
本
朝
文
範
』
は
、
教
材
選
択
の
み
な
ら
ず
、
文
類
と
い
う
編
集
自
体
が
、
近
世
の
も
の
を
精
選
し
新
規
に
加
工
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
２
　
文
類
別
編
集
の
意
義
　
文
類
別
に
編
集
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、『
本
朝
文
範
』
緒
言
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
類
を
わ
く
る
中
に
は
．
古
人
の
か
つ
て
い
は
ぬ 
名
目
等 
も 
雜 
れ
る
が
ド
モ
 
マ
ジ
事
新
し
き
を
． 
彼
此 
い
ひ
も
ど
く
人
も
あ
る
べ
け
れ
ど
．
文
の
し
な
わ
け
ト
カ
ク
と
い
ふ
こ
と
せ
ざ
り
し
世
に
は
．
さ
て
も
あ
り
な
ん
を
．
今
に
し
て
は
．
此
を
学
ば
ん
に
も
教
へ
ん
も
．
か
ゝ
ら
ず
て
は
． 
甚 
便
あ
し
く
て
． 
イ
ト
文
の
学
に
進
み
も
て
ゆ
く
助
な
き
わ
ざ
な
れ
ば
と
．
只
其
方
に
心
ひ
か
れ
て
．
か
く
物
し
つ
る
な
り
「
学
ば
ん
に
も
教
へ
ん
も
」
の
「
便
」、「 
文 
の 
学 
に
進
み
も
て
ゆ
く
助
」
と
し
ふ
み
 
ま
な
び
て
、
つ
ま
り
教
授
・
学
習
の
工
夫
と
し
て
辞
や
序
な
ど
の
類
別
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教
材
は
「
文
範
」
つ
ま
り
文
章
を
書
く
た
め
の
手
本
で
あ
り
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
文
体
を
学
ぶ
と
い
う
実
用
向
き
の
編
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
規
範
と
な
る
も
の
が
違
う
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
前
節
で
見
た
類
別
の
総
体
は
、
こ
の
時
代
の
言
語
生
活
に
ど
ん
な
文
章
を
書
反
に
ナ
カ
柿
鈎
─　　─３３７
く
こ
と
が
必
要
か
と
い
う
範
囲
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
範
囲
は
、
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、「
辞
」＝
美
文
で
リ
ズ
ム
を
伴
っ
て
思
い
を
綴
る
文
章
、
「
序
」＝
こ
と
の
経
緯
や
書
物
の
紹
介
文
、「
記
」＝
出
来
事
や
事
物
を
記
す
記
事
文
、「
論
」＝
意
見
文
、「
評
」＝
論
評
文
、「
説
」＝
可
否
是
非
の
見
解
を
述
べ
る
文
章
、「
辨
」＝
真
偽
を
明
ら
か
に
す
る
文
章
、「
教
諭
」＝
教
え
諭
す
文
章
、「
訓
戒
」＝
是
非
善
悪
を
誡
め
る
文
章
、「
消
息
」＝
雅
文
の
私
信
。
こ
れ
ら
は
、
文
体
と
し
て
は
雅
文
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
実
用
的
な
用
途
の
文
章
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
教
諭
」「
訓
戒
」
と
い
う
新
た
な
文
種
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
教
科
書
で
学
ぶ
者
が
い
ず
れ
人
に
教
え
諭
し
た
り
訓
誡
を
垂
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
各
文
種
の
文
章
を
実
用
的
に
使
い
こ
な
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
習
の
実
態
は
さ
て
お
き
、
学
習
の
先
に
相
当
に
高
い
学
力
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
間
の
育
成
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　「
文
類
」
に
よ
る
教
材
配
列
は
、
発
達
段
階
を
考
慮
し
な
い
も
の
と
な
る
。
各
教
材
の
配
列
は
、
文
章
の
テ
ー
マ
に
よ
る
配
置
で
あ
る
。「
記
類
」
の
「
雑
記
」
を
例
に
と
れ
ば
、
先
ず
、
教
材
　
「
初
春
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
教
材
　
４３
４４
「
梅
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
教
材
　
「
暮
春
　
狭
衣
物
語 
大
貮
三
位
」→
教
材
４５
　
「
閑
中
五
月
雨 
藤
井
高
尚
」→
教
材
　
「
納
涼
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
教
４６
４７
材
　
「
夕
顔
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
教
材
　
「
虫
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
４８
４９
教
材
　
「
月
の
宴
　
榮
花
物
語 
赤
染
衛
門
」→
教
材
　
「
暮
秋
　
小
野
山
の
さ
５０
５１
ま
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」→
教
材
　
「
冬
月
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」
と
季
節
の
５２
展
開
に
沿
っ
て
情
景
を
記
し
た
文
章
が
並
ぶ
。
さ
ら
に
、
教
材
　
「
雨
風
　
源
５３
氏
君
須
磨
に
て
御
祓
の
處
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」・
教
材
　
「
文
學
　
源
氏
物
５４
語 
紫
式
部
」・
教
材
　
「
音
樂
　
住
吉
の
浦
に
て
の
處
　
源
氏
物
語 
紫
式
５５
部
」・
教
材
　
「
喪
事
　
桐
壺
の
更
衣
の
葬
の
處
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
」
と
題
５６
材
に
即
し
た
情
景
を
記
し
た
文
章
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
続
く
教
材
　
「
常
行
５７
大
将
の
山
科
宮
に
石
奉
れ
る
時
の
こ
と
　
伊
勢
物
語 
在
原
業
平
」・
教
材
　５８
「
亭
子
帝
に
．
黒
主
歌
奉
り
し
こ
と
　
大
和
物
語 
不
知
作
者
」・
教
材
　
「
荘
子
５９
見
畜
類
所
行
走
逃
語
　
今
昔
物
語 
源
隆
國
」
は
、
出
来
事
を
記
す
記
事
文
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
類
を
通
し
て
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
文
章
を
配
置
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
近
似
し
た
テ
ー
マ
の
も
の
が
近
接
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
文
種
で
、
こ
う
い
う
テ
ー
マ
で
書
く
と
き
、
こ
の
文
章
が
モ
デ
ル
に
な
る
と
い
う
「
文
範
」
集
と
し
て
の
性
格
が
強
く
表
れ
た
配
列
で
あ
る
。
　
な
お
、
同
時
期
の
和
文
教
科
書
で
は
、 
里 
見 
義 
編
『
和
文
軌
範
』（
明
治
十
さ
と
 み
 た
だ
し
六
年
、
辻
謙
之
介
、
阪
上
半
七
）
は
「
遍
中
紀
事
序
跋
戰
記
日
記
、
慶
賀
哀
傷
等
、
悉
く
編
集
す
れ
ど
も
、
初
學
の
厭
倦
を
恐
れ
、
區
別
を
建
て
ず
、
或
は
紀
事
序
跋
、
或
は
雑
體
と
混
じ
て
出
す
」
と
し
て
類
を
分
け
て
い
な
い
。『
和
文
軌
範
』
が
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
別
の
指
導
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
、『
本
朝
文
範
』
に
比
し
て
読
む
た
め
の
教
科
書
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
が
窺
え
る
。
　『
本
朝
文
範
』
は
、
近
代
教
科
書
と
し
て
、
近
世
ま
で
の
特
に
和
文
の
文
類
意
識
を
元
に
し
つ
つ
、
明
治
の
人
材
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
べ
き
文
章
の
全
体
像
を
構
想
し
よ
う
と
し
た
最
初
期
の
試
み
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
　
こ
の
教
科
書
に
お
い
て
近
世
ま
で
の
諸
テ
ク
ス
ト
は
、
用
途
に
応
じ
た
書
く
こ
と
の
教
材
と
し
て
活
用
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
テ
ー
マ
に
よ
る
教
材
選
択
と
配
列
に
そ
の
こ
と
が
現
象
し
て
い
る
。
（
広
島
大
学
大
学
院
・
尾
道
市
立
大
学
）
─　　─３３８
─　　─３３９
【
資
料
】
文
類
と
教
材
文
類 
　
　
教
材
通
番
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
辭
類
序
類
序
類
序
類
序
類
和
歌
序
序
類
和
歌
序
序
類
和
歌
序
序
類
和
歌
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
１２３４５６７８９　１０　１１　１２　１３　１４　１５　１６　１７　１８
 
文
題
（
和
歌
小
序
は
出
典
）
八
月
十
五
夜
．
稲
掛
棟
隆
の
會
に
．
そ
こ
に
て
か
け
る 
本
居
宣
長
手
習
に
．
物
に
か
き
つ
け
ゝ
る 
岡
部
真
淵
述
懐
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
か
け
る 
本
居
宣
長
せ
み
の
は 
富
士
谷
成
章
青
木
美
行
ぬ
し
の
越
前
に
か
へ
る
を
お
く
る 
鵜
殿
よ
の
子
稲
掛
太
平
が
家
の
業
の
み
か
べ
の
詞
．
又
そ
の
長
う
た 
本
居
宣
長
山
路
孝
正
が
父
の
七
十
賀
の
．
ま
と
ゐ
の
詞 
本
居
宣
長橘
常
樹
を
か
な
し
む
詞 
岡
部
真
淵
弔
立
因
喪
子
詞 
僧
契
沖
清
田
絢
所
蔵
源
氏
物
語
序 
富
士
谷
成
章
和
訓
栞
序 
本
居
宣
長
消
息
文
例
序 
本
居
宣
長
會
千
足
真
言
家
歌
序 
岡
部
真
淵
伴
峯
行
を
お
く
る
歌
の
序 
岡
部
真
淵
青
木
美
行
が
．
越
前
へ
ゆ
く
を
お
く
る
歌
の
序 
岡
部
真
淵
み
田
の
尼
君
の
．
肥
前
に
ゆ
き
た
ま
ふ
を
お
く
る
う
た
の
序 
岡
部
真
淵
（
勅
撰
　
古
今
集 
紀
貫
之
）
（
勅
撰
　
新
古
今
集 
太
上
天
皇
）
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類
和
歌
小
序
序
類 
後
序
序
類 
後
序
序
類 
後
序
記
類
　
記
類
記
類
　
記
類
記
類
　
記
類
記
類
　
記
類
記
類
　
日
記
類
記
類
　
日
記
類
記
類
　
紀
行
類
記
類
　
紀
行
類
記
類
　
紀
行
類
記
類
　
紀
行
類
記
類
　
紀
行
類
記
類
　
雑
記
　１９　２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６　２７　２８　２９　３０　３１　３２　３３　３４　３５　３６　３７　３８　３９　４０　４１　４２　４３
（
勅
撰
　
古
今
集 
凡
河
内
躬
恒
）
（
勅
撰
　
古
今
集 
僧
正
遍
昭
）
（
勅
撰
　
金
葉
集 
源
師
信
朝
臣
）
（
勅
撰
　
千
載
集 
民
部
卿
親
範
）
（
勅
撰
　
詞
花
集 
花
山
院
御
製
）
（
勅
撰 
古
今
集 
と
し
ゆ
き
の
朝
臣
）
（
家
集
　
中
務
集
）
（
家
集
　
清
正
集
）
（
家
集
　
躬
恒
集
）
（
家
集
　
順
集
）
枕
草
子
の
跋 
清
少
納
言
荷
田
在
満
家
の
歌
合
の
跋 
岡
部
真
淵
紀
の
國
人
長
原
忠
睦
が
こ
へ
る
今
案
名
蹟
考
の
し
り
書 
本
居
宣
長
臨
瀛
閣
の
記 
富
士
谷
成
章
筑
後
國
山
門
郡
本
郷
馬
場
記 
富
士
谷
成
章
知
足
庵
の
記 
村
田
春
海
佛
足
石
記 
岡
部
真
淵
蜻
蛉
日
記
　
天
禄
三
年
正
月
の
記 
右
大
将
道
綱
母
日
記
　
上
東
門
院
御
産
の
條 
紫
式
部
土
佐
日
記 
紀
貫
之
更
級
日
記 
菅
原
孝
標
女
十
六
夜
の
日
記 
阿
佛
尼
岡
部
日
記 
岡
部
真
淵
菅
笠
日
記 
本
居
宣
長
初
春
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
─　　─３４０
評
類
評
類
評
類
説
類
説
類
説
類
説
類
説
類
辯
類
辯
類
教
諭
類
教
諭
類
教
諭
類
訓
誡
類
訓
誡
類
訓
誡
類
訓
誡
類
訓
誡
類
消
息
類
消
息
類
　６６　６７　６８　６９　７０　７１　７２　７３　７４　７５　７６　７７　７８　７９　８０　８１　８２　８３　８４　８５
歌
の
さ
だ 
僧
契
沖
鎌
倉
右
大
臣
の
家
集
の
評 
岡
部
真
淵
傍
い
た
き
も
の
　
枕
草
子 
清
少
納
言
古
よ
り
も
．
後
世
の
ま
さ
れ
る
事 
本
居
宣
長
手
か
く
こ
と 
本
居
宣
長
松
虫
．
鈴
虫
．
蛬 
富
士
谷
成
章
わ
れ
か
ら
　
濱
ゆ
ふ 
本
居
宣
長
ゆ
か
た
　
か
た
び
ら 
本
居
宣
長
今
の
人
の
歌
文
．
ひ
が
こ
と
多
き
こ
と 
本
居
宣
長
か
ら
國
聖
人
の
世
の
祥
瑞
と
い
ふ
も
の 
本
居
宣
長
常
に
友
が
き
に
を
し
へ
さ
と
し
け
る 
岡
部
真
淵
物
學
は
．
そ
の
道
を
よ
く
え
ら
び
て
．
入
り
そ
む
べ
き
こ
と 
本
居
宣
長
紫
上
に
．
源
氏
君
の
御
訓
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
弟
子
に
い
ま
し
め
を
く
詞 
本
居
宣
長
新
な
る
説
を
出
す
こ
と 
本
居
宣
長
内
大
臣
殿
の
．
姫
君
を
戒
め
た
ま
ふ
詞
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
女
二
宮
に
．
母
御
息
所
の
御
誡
　
源
氏
物
語 
紫
式
部紫
の
上
の
思
ひ
と
り
た
ま
へ
る
や
う
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
正
月
ば
か
り
．
や
ま
ざ
と
に
す
む
人
の
許
へ 
村
田
春
海阿
闍
梨
よ
り
．
中
の
君
に
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
記
類
　
雑
記
論
類
論
類
評
類
評
類
評
類
評
類
　４４　４５　４６　４７　４８　４９　５０　５１　５２　５３　５４　５５　５６　５７　５８　５９　６０　６１　６２　６３　６４　６５
梅
　
源
氏
物
語 
紫
式
部
暮
春
　
狭
衣
物
語 
大
貮
三
位
閑
中
五
月
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